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麦秋
今ではあまり耳にしませんが、ちょうど麦の
収穫の頃、初夏の頃のことをさして「麦秋
（ばくしゅう）」と呼びます。俳句では、麦秋は
夏の季語とされています。「秋」という字が使
われているけどと思いますが、これは収穫す
るという意味があるようです。市内でも以前
は稲作の前にどこでも麦を作っていたような
……。麦秋というと小津安二郎の映画のタイ
トルが浮びますが、この作品、もう54年も前の
映画です。

（先月号の表紙の写真は、矢木羽湖で撮影したもの。今
月号は、市内万才地内諏訪神社境内にあるビオト－プに
住むカモの親子です）

（平成17年５月末現在）
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家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
は
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て

て
い
る
物
の
中
に
は
ま
だ
使
え
る
物
や
資
源

と
し
て
活
用
で
き
る
物
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
も
っ
た
い
な
い
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

ま
ず
は
、
日
常
生
活
で
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
を

買
わ
な
い
、
そ
し
て
ゴ
ミ
を
減
ら
す
工
夫
と

努
力
を
し
、
物
を
で
き
る
だ
け
捨
て
な
い
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

Refuse（リフューズ：発生源でゴミになるものを断つことです）
Reduce（リデュース：買う量・使う量を減らすことです）
Reuse（リユース：くり返し使うことです）
Recycle（リサイクル：資源に再生して再利用することです）
この 4つのＲ(4Ｒ)運動をまずは身近なところで実践してみましょう。

・耐久性の高い家具や
家電製品を選びまし
ょう。
・詰め替え商品を利用
しましょう。
・何度でも洗って使え
るビールびん、一升
びんなどの製品を買
いましょう。
・使い捨て商品は避け
ましょう。
・トレイにパックされ
ている商品より、量
り売りや裸売りの商
品を買いましょう。
・乾電池はなるべく充電式のものを買いましょう。
・短期間しか使わないものはレンタルを上手に使い
ましょう。
・生鮮食料品などは余らないように、買い物は必要
だけ適量を購入しましょう。
・食べ残しをしない、生ゴミは十分水切りをするよ
う心がけましょう。

・買い物には買い物袋を
持参し、レジ袋を断り
ましょう。
・本のカバーや過剰な包
装を断りましょう。
・お店でくれる割りばし
やスプーン、ストロー
などは断りましょう。
・集める必要のない無料
配布品や粗品などは断
りましょう。

・長く使えるもの、修理のできるものかどうか買うと
きにチェックしておきましょう。
・取扱い説明書、保証書などを大切に保存しましょう。
・まだまだ使えるけどいらなくなった不要品は、リサ
イクルショップやフリーマーケットを活用して、必
要とする人にわたるようにしましょう。
・広告やカレンダーの裏をメモ用紙にしましょう
・ノートや鉛筆、ペンなどは最後まで使いきりましょう。
・古着や古タオルなどは雑巾として利用しましょう。
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最近、ゴミステーションに市指定のゴミ
袋に入っていないゴミや市では収集できな
いゴミ、ゴミの出す日、出す場所を間違え
たゴミが出されていることが多く見受けら
れます。間違って出されたゴミにはイエロ
ーカード(このゴミは収
集できません)が貼られ
ます。ゴミ収集カレン
ダー、ゴミの出し方の
冊子を見ながら一人ひ
とりがルールを守り、
正しいゴミ出しにご
協力ください。

甲斐市では、ごみ
減量化の取り組みの
一つとして生ごみ処
理機（容器）の購入者
に対して、その費用
の一部を補助してい
ます。

補助資格 甲斐市内
に住所がある世帯。
補助金額 購入金額
の1／2以内とし、
２万円を限度額とします。

・缶をリサイクルしましょう
アルミ・スチールの識別マークに従って分別しま
しょう。
中を洗ってから回収に出しましょう。
・ガラスびんをリサイクルしましょう
キャップや栓をはずして、中を洗って（付け置き
洗いを行うとラベルもはがしやすくなります）色
分けして回収に出しましょう。

・ペットボトルをリサイクルしましょう
ペットボトルと塩ビボトルを混同せずに識別マー
クにしたがって分別しましょう。
キャップをはずし、ラベルをはがして中を洗って
から出しましょう。

・プラスチック類（その他プラ）をリサイクルしまし
ょう
プラスチック製容器包装品には、菓子・パンの袋、
カップ麺・洗剤・ソース・ゼリー等の容器、ペッ
トボトルのキャップ、卵・豆腐パック、色付き・
柄付きトレイなどが含まれます。汚れのひどいも
のはリサイクルできないので可燃ゴミとして出し
ましょう。
・白色トレイをリサイクルしましょう
白色トレイ（発砲体）だけを回収に出しましょう。
食品ラップなどを取り除き、色付き・柄付きと分
別しましょう。

・紙類をリサイクルしましょう
新聞紙、チラシ、雑誌、段ボール、その他紙（紙
箱、紙袋、包装紙などの紙製容器包装品）は、分
別しひもで縛って回収に出しましょう。
紙パック類は中を洗い、切り開いて乾かしひもで
縛って回収に出しましょう。

・リサイクルマークを知っていますか

ペットボトル

ニカド電池

アルミ缶 スチール缶

分別回収のためのマーク プラスチックの
識別マーク

プラスチック製容器包装マーク

紙製容器包装マーク

牛乳パック再利用マーク

再生紙100％
使用マーク
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築
こ
う
と

い
う
全
国
的
な
運
動
で
す
。

強
調
月
間

7
月
1
日
〜
31
日

重
点
目
標

地
域
活
動
に
よ
る
少
年
の

非
行
防
止
と
更
生
の
援
助

趣
旨

県
内
の
犯
罪
件
数
は
、
そ
の
急

増
に
一
定
の
歯
止
め
が
か
か
っ
た
感
は

あ
る
も
の
の
、
一
方
で
刑
法
犯
の
検
挙

者
に
占
め
る
少
年
の
割
合
は
３
割
以
上

で
あ
り
、
凶
悪
犯
罪
は
増
加
す
る
な
ど

の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
関
係
機
関
･
団
体
の
連
携

を
深
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
幅
広
い
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

連
帯
や
家
族
の
絆
を
と
り
も
ど
し
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
作
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

運
動
内
容

市
内
一
斉
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン(

7
月
1
日
、
市
内
各
地)

少
年
剣
道
大
会(

7
月
17
日
、竜
王
小
学

校
体
育
館)

運
動
は
、
市
内
在
住
の
保
護
司
及
び

更
生
保
護
女
性
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

実
施
委
員
会
を
組
織
し
て
行
い
ま
す
。

市
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

7
月
は
、
夏
季
に
お
け
る
青
少
年

の
非
行
防
止
を
目
的
と
し
た
「
青
少

年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
強
調
月

間
」
で
す
。

平
成
16
年
中
の
青
少
年
を
め
ぐ
る

状
況
は
、
山
梨
県
警
察
の
統
計
に
よ

る
と
、
非
行
の
低
年
齢
化
（
触
法
少

年
の
増
加
）、
万
引
き
な
ど
初
発
型
非

行
の
増
加
、
不
良
行
為
少
年
が
多
数

を
占
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
児
童
虐
待
事
件
の
増
加
や
少

年
が
被
害
者
と
な
る
社
会
を
震
撼
さ
せ

る
事
件
の
続
発
な
ど
憂
慮
さ
れ
る
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
非
行
防
止
は
、
社
会
全
体

の
責
務
で
あ
り
、
関
係
機
関
、
団
体
等

が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
地
域
・
家

庭
･
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。

○
少
年
の
非
行
防
止
は
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
早

期
発
見
・
早
期
指
導
が
大
切

子
ど
も
た
ち
が
問
題
行
動
に
走
る
と

き
は
、
そ
の
前
に
何
ら
か
の
前
触
れ
が
あ
り
、
生

活
態
度
や
行
動
に
微
妙
な
変
化
が
現
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
前
兆
に
早
く
気
付
き
、
悪
質
な
非
行
を

未
然
に
防
ぐ
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け
、
不
安
を
受
け
止
め
、

そ
の
奥
に
あ
る
問
い
を
共
に
考
え
る
こ
と
で
す
。

○
社
会
全
体
で
、有
害
環
境
の
浄
化
に
理
解
と

協
力
を

有
害
な
社
会
環
境
に
つ
い
て
は
、
青
少
年
自

身
の
意
思
と
判
断
が
基
本
で
す
が
、
同
時
に
こ

れ
を
支
え
る
家
庭
や
学
校
に
お
け
る
指
導
、
そ

し
て
地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
有
害
環
境
浄
化
の

た
め
の
積
極
的
な
活
動
と
関
係
者
の
深
い
理
解

と
協
力
が
必
要
で
す
。
買
わ
な
い
、
見
せ
な
い
、

置
か
せ
な
い
の
「
3
な
い
運
動
」
を
展
開
し
ま

し
ょ
う
。

○
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
相
談
を

少
年
の
性
格
・
問
題
行
動
・
不
登
校
・
い
じ

め
・
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
兆
候
が
み
え
た
と

き
、
家
庭
の
み
で
悩
む
こ
と
な
く
、
相
談
機
関

に
相
談
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
県
内
に
は
、

児
童
相
談
所
・
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
・

警
察
の
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
等
数
多
く
の
相
談
機

関
が
あ
り
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
適
切
な
対
応

を
講
じ
て
い
ま
す
。

甲
斐
市
内
に
は
、
青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

お
よ
び
児
童
家
庭
相
談
員
が
お
り
、
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
８

竜
王
北
部
公
民
館

０
５
５（
２
７
６
）７
５
１
１

敷
島
公
民
館

０
５
５（
２
７
７
）１
４
０
０

双
葉
公
民
館

０
５
５
１（
２
０
）３
６
６
６

福
祉
保
健
部
児
童
家
庭
相
談
室

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
５

相
談
内
容
に
よ
り
、
適
切
な
相
談
機
関
へ
の
紹

介
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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甲
斐
市
自
治
会
連
合
会
新
役
員
が
決
ま
る

５
月
19
日
（
木
）、
敷
島
総
合
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
17

年
度
市
自
治
会
連
合
会
総
会
の
席

上
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

旧
３
町
ご
と
に
３
人
の
代
表
理
事

が
置
か
れ
、
そ
の
中
か
ら
連
合
会

長
に
は
、
天
野
七
郎
さ
ん（
八
幡
新

田
２
区
）、
副
会
長
に
は
、
三
井
新

一
さ
ん
（
長
塚
区
）、
樋
口
文
忠
さ

ん（
つ
く
し
野
区
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
ま
し
た
。

代
表
理
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

齊
藤
知
麿
（
富
竹
新
田
１
区
）、

渡
邊
日
出
雄
（
冷
間
区
）、
天
野
七

郎
（
八
幡
新
田
２
区
）、
坂
本
勝
一

（
大
栄
区
）、
三
井
新
一（
長
塚
区
）、

安
部
忠
雄
（
中
下
区
）、
小
川
孝
一

（
下
宿
区
）、
樋
口
文
忠（
つ
く
し
野

区
）
、
高
山
昭
一
（
岩
森
区
）

（
敬
称
略
）

会長
天野　七郎

赤
坂
の
高
台
に
あ
る
地
上
22
メ
ー
ト
ル

「
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
展
望
塔
７
階
展
望
フ
ロ

ア
」
が
、
夏
季
期
間
の
7
月
か
ら
9
月
の
間
、

利
用
時
間
が
夜
10
時
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

涼
し
い
夜
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
展
望
フ
ロ

ア
か
ら
一
望
で
き
る
甲
府
盆
地
の
美
し
い
夜

景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
は

従
来
ど
お
り
無
料
で
す
が
、
午
後
5
時
以
降

の
夜
間
時
間
帯
の
ご
利
用
は
、
3
歳
以
上
１

０
０
円
の
利
用
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
ド
ラ

ゴ
ン
パ
ー
ク
は
ペ
ッ
ト
の
入
園
や
花
火
、
火

気
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ゴ
ミ
箱

も
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ゴ

ミ
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
な
お
、
周
辺
道
路
は
駐
車

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
車
両
で

来
園
す
る
人
は
必
ず
駐
車
場
を
ご

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
展
望
塔
の
利
用
案
内
】

利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
無
料(

年
間)

午
後
５
時
〜
午
後
10
時
／
３
歳
以
上

１
０
０
円
（
７
月
〜
９
月
）

休
館
日

月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
と
き
は
翌
日
）

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

緑
化
推
進
課(

竜
王
庁
舎
２
階)

０
５
５(

２
７
８)

１
６
７
１

副会長
三井　新一

副会長
樋口　文忠
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交
付
で
き
る
税
証
明

①
最
新
年
度
の
所
得
証
明
（
注
１
）

②
最
新
年
度
の
市
県
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
（
注
２
）

（
な
お
、
古
い
年
度
の
証
明
や
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手

当
用
の
所
得
証
明
は
、
自
動
交
付
機
で
は
発
行
で
き
ま

せ
ん
）

交
付
で
き
る
人

最
新
年
度
の
市
県
民
税
を
課
税
す
る
基
準
日
（
注
３
）

に
お
い
て
甲
斐
市
に
住
民
票
（
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
）

を
有
す
る
人
で
、市
民
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
登
録

し
て
あ
る
人

（
暗
証
番
号
は
住
民
票
を
取
得
す
る
と
き
と
同
じ
番

号
で
す
）

自動交付機で
税関係証明書が
受けられます

（
注
１
）
今
回
の
最
新
年
度
は
平
成
16
年
中
の
所
得
を
証
明
す
る
も

の
で
す
。

（
注
２
）
今
回
の
最
新
年
度
は
平
成
17
年
度
市
県
民
税
の
税
額
を
証

明
す
る
も
の
で
す
。

（
注
３
）
今
回
の
最
新
年
度
は
平
成
17
年
度
な
の
で
、
平
成
17
年
１

月
１
日
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、
一

定
の
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
を

無
料
で
お
取
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。（
漏
水
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

修
理
内
容
に
よ
っ
て
別
途
修
理
費
が
か
か

り
ま
す
）

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託
業
者

（
市
内
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
）が

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺
に

自
動
車
や
植
木
等
の
障
害
物
及
び
、
庭
で

の
ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
に
よ
り
作
業
が
困

難
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
は
作
業
し
や
す
い
状

態
に
し
て
お
い
て
い
た
だ
く
よ
う
重
ね
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
取
り
替
え
対
象
地
区
と
期
間

■
対
象
区
域

奇
数
月
検
針
地
区(

旧
竜
王

町
及
び
旧
双
葉
町
地
区)

期
間

６
月
中
旬
〜
７
月
上
旬（
１
回
目
）

８
月
中
旬
〜
９
月
上
旬（
２
回
目
）

■
対
象
区
域

偶
数
月
検
針
地
区（
旧
竜
王

町
及
び
旧
双
葉
町
地
区
）

期
間

７
月
中
旬
〜
８
月
上
旬（
１
回
目
）

９
月
中
旬
〜
10
月
上
旬（
２
回
目
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
業
務
課

０
５
５(

２
７
６)

０
７
３
３

水
道
メ
ー
タ
ー(

量
水
器)

取
り
替
え
の
お
知
ら
せ

４月25日からスタートした双葉サービスエリ
アのETC専用のスマートインターチェンジ。も
うご利用になったでしょうか。
東京方面への中央自動車道への入口と東京方

面からの出口が設置されています。
朝６時から９時の間の時間帯などは通勤割引

が実施されていますので、通行料金も半額とな
ります。

双葉SA→甲府昭和IC 150円
双葉SA→甲府南IC 250円

甲府市南部に通勤で利用しているある人の話
では、「時間にして30分は家でゆっくりできる」
とのこと。
忙しい朝のひととき、快適な時間を過して仕

事に向かいませんか。
なお、市ではご利用いただいたみなさんにア

ンケートをお願いしています。市のホームペー
ジにアクセスして、ご意見をお聞かせください。

http://www.city.kai.yamanashi.jp/
smart/index.htm
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「花木の夏季管理」
4月～5月にかけて多くの木々の花が一斉に咲

き、ウメは花と香りで早春を、サクラは花の見事
さで春爛漫を、フジ・ボタンも花と香りで盛春を
感じさせてくれました。7月頃までに咲く花木のつ
ぼみ(花芽)は、ほとんど昨年の夏から秋にかけて
作られました。
夏に枝の成長が良過ぎても、反対に葉色が薄く

枝がほとんど伸びないような状態でも、つぼみは
たくさん作れません。葉が黄色く勢いの悪い木は、
早めに化成肥料(20～40ｇ/m2)をかけます。勢い
の良い木では肥料の必要はなく、枝を切るのも落
葉してからです。サザンカ、モクセイなど今年成
長した枝に花がつくものは、特に張り出して見苦
しい枝だけを切り取るようにします。つぼみをつ
け始める時期(花芽形成開始期)を下表にメモしま
したので参考にしてください。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんでいる、また始め
てみたいという人の相談や疑問に、市の園芸アドバイザ
ー窪田友幸がお答えします。お気軽にご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地甲斐市役所
（竜王庁舎２階）
055（278）1671 FAX 055（276）7216

E-mail：toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp

夏の省エネ対策実施中
実施期間6月1日～9月30日
甲斐市では、地球温暖化の防止を目的として、「夏の

省エネ対策」を実施しています。
この運動の一環として、職員はノーネクタイ・ノー

上着の軽装で勤務しています。
市民のみなさんのご理解をお願いします。

●
敷
島
中
学
校
へ
平
成
16
年
度
敷
島
中
学
校
卒
業
生
保
護
者
一
同

が
、
組
み
立
て
式
テ
ン
ト
４
張
（
４
９
８
、０
０
０
円
相
当
）

●
竜
王
小
学
校
へ
竜
王
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
天
幕
２
張
（
１
８
０
、

０
０
０
円
相
当
）

●
双
葉
東
小
学
校
へ
平
成
16
年
度
双
葉
東
小
学
校
卒
業
生
一
同
が
、

テ
ン
ト
１
張
（
１
２
３
、９
０
０
円
相
当
）

●
敷
島
南
小
学
校
へ
平
成
16
年
度
敷
島
南
小
学
校
卒
業
生
一
同
が
、

テ
ン
ト
１
張
（
１
６
０
、０
０
０
円
相
当
）

●
竜
王
南
小
学
校
へ
竜
王
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
演
台
・
花
台
一
式

（
５
０
０
、０
０
０
円
相
当
）

●
平
成
16
年
度
双
葉
東
小
学
校
卒
業
生
へ
双
葉
東
小
学
校
同
窓
会

が
、印
鑑
（
１
６
、７
０
６
円
相
当
）

●
平
成
17
年
度
双
葉
東
小
学
校
１
年
生
へ
双
葉
東
小
学
校
同
窓
会

が
、連
絡
袋
（
２
３
、１
０
０
円
相
当
）

●
敷
島
中
学
校
へ
甲
府
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
車
い
す
１
台

（
６
２
、０
０
０
円
相
当
）

※
６
月
号
で
掲
載
し
た
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

正

玉
幡
中
学
校
平
成
16
年
度
卒
業
生
保
護
者
一
同

【
寄
付
】

■問い合わせは…水道局業務課 055（276）0733

●ご家庭のじゃ口を全部閉めてください。
●水道メーターのパイロットの動きを見ます。
●止まっていれば漏水はありません。
●動いていれば水道メーターから
じゃ口までのどこかで漏水しています。

ご家庭に引き込まれた水道管からの漏水は気づきにくいものです。
月に一度はチェックしましょう。
敷地内の漏水は使用者の責任となりますので、早めの発見に心が
けてください。

注意 漏水工事は、必ず甲斐市指定給水装置工事事業者をご
利用ください。なお、漏水の場合は一部料金の軽減される制
度がありますので、指定工事事業者および水道局に問い合わ
せください。

漏水の発見方法

※６月号に掲載しました水道事業所一覧に掲載漏れ
がありました。お詫びして下記の事業所を追加しま
す。
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園児がサツマイモの苗植え　６月６日●　

心配蘇生法の講習会
６月９日●

玉幡小学校で、6年生とそ
の保護者を対象にした心肺
蘇生法の講習会が開催され
ました。
これから、プールや海で遊
ぶ機会が多くなることか
ら、水の事故に遭遇した場
合に備えたもので、参加し
た人たちは、真剣な表情で
心臓マッサージ、人工呼吸
などの蘇生法に取り組んで
いました。

５月下旬～６月上旬●
なつかしい桑の実の味を満喫
市内大垈の遊休桑園
を利用した桑の実の
摘み園に今年も大勢
の観光客が訪れ、500
円で食べ放題を楽し
みました。これは、
甲斐市商工会双葉支
部が昨年から取り組
んでいる事業で、昨
年、今年と好評だっ
たため、来年も実施
される予定です。

竜王北保育園の年
長園児25人と竜
王新町1区長寿会
のみなさんが、サ
ツマイモの苗植え
を行いました。
今から秋の収穫祭
で、おいしいサツマイモを食べるのをみんな楽しみに
しています。

市では、市民のみなさんが、家を新築したとき
や結婚、子どもが誕生したときに記念に苗木を
プレゼントしています。
こ の 日 は 、
申請があっ
たみなさん
1 1 2 件 に、
カシ、月桂
樹、もみじ、
ハナミズキ
（白か赤）、
ゴールドク
レストの中
から希望し
た苗木が渡
されました。

日頃の成果を披露　５月28・29日●

竜王北部公民館利用団体協議会では、５月28・
29日の２日間、竜王北部ふれあい発表会を開催し
ました。
舞台では、日頃から公民館を利用している各団体
が、ダンスや合唱など練習の成果を集まった大勢
の観客の前で披露しました。また、書道や陶芸な
どの作品を展示。パンの実演や押し花、パッチワ
ーク等の体験コーナーもあり訪れた人たちを楽し
ませました。

５月29日　記念樹を配布●
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子どもクラブで田植え　６月11日●

消防団双葉分団では双葉スポーツ広場において、峡北広域消防
本部韮崎消防署から11名の講師を招き、ポンプ車操法、小型ポ

ンプ操法、礼式の訓
練を実施しました。
特に礼式の訓練では、
班長を中心とした訓
練とは別に、今年４
月に新たに入団した
団員らが、敬礼や右
にならえなど礼式の
初歩からを学びまし
た。

吉沢地区子どもクラブと指導者連絡協議会では、育成会と吉沢
地区青少年のための住民会
議の協力により、子どもた
ちの田植え体験会を開催し
ました。
参加した子どもたちは、手
で田植えをするのは初めて
の体験。みんな裸足になり
田んぼに入ると、ひと苗ご
と丁寧に植えていました。

市内双葉スポーツ広場のゲートボ
ール場で、春季甲斐市ゲートボー
ル大会が行われました。
大会には、24チーム、141人が参
加。４つに分かれた各パート総当
たりでの勝者が決勝トーナメント
に進出、優勝を目指しました。

双葉西小で土曜学級が開かれ、授業参観、ＰＴＡ文
化部事業として催しが行われました。
当日は土曜日ということで、お母さんだけではなく、
お父さんの顔も多く見られました。
1年2組は図工の授業。ビニール袋、牛乳パック、
ストローなどを使って「むくむくにょきにょき」と
名づけられた作品を親子で力合わせて作りました。

市内の竜王、敷島
地区の小学校で球
技大会が開催され
ました。
竜王地区は竜王北
小、竜王東小、竜
王小の３校が竜王
小学校で、玉幡小、
竜王南小、竜王西
小の３校は玉幡小

学校を会場としてそれぞれの６年生がソフトバレ
ーで交流。
敷島地区では敷島小、敷島南小、敷島北小３校が
敷島小学校で、５年生がドッチボールに熱戦を繰
り広げました。
どちらの大会も、勝ち負けよりも親睦、チームワ
ークの大切さを学ぶことを目的に行われ、競技に
応援にみんな一生懸命でした。

●６月５日
移動消防学校で消防団が勉強

６月５日●
ゲートボール大会で熱戦

●６月４日　双葉西小で土曜学級

竜
王
地
区
球
技
会

●６月２日　球技大会で他他校と交流

敷島地区球技会
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●内容 『スパイダーマン２』2004/米/127
分/「日本語吹替え 監督/サム・ラ
イミ　主演/トビー･マグワイヤ他

日時 ７月17日（日）午前10時開演
（午前９時30分開場）

場所 敷島総合文化会館　大ホール
日時 ７月17日（日）午後２時開演

（午後１時30分開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室

●内容 『プーさんとはちみつ』1996/米　
/30分/アニメ

日時 ７月31日（日）午後２時開演
（午後１時30分開場）

場所 双葉図書館２階視聴覚室

夏休み課題図書上映会のお知らせ

図書館で、あなたもカウンターでの貸
し出しや返却をしてみませんか。
日時 ７月26日（火）～28日（木）３日間

午後1時30分～４時
対象 小学生４年生以上～中学生
定員 竜王図書館・敷島図書館（各日４人、
計12人）双葉図書館（各日３人、計９人）
受付開始 ７月１日（金）午前10時

（定員になり次第締切）
■申し込み・問い合わせは…

竜王図書館　 055（278）0811
敷島図書館　 055（277）9955
双葉図書館　 0551（20）3669

一日図書館員募集
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開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

７月のおやすみ 定例休館日 ４日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）
月末整理日 29日（金）

日時 ７月16日（土）
午前10時30分～11時30分

テ ー マ 占い
内容 お話、ブックトーク、工作

日時 ７月２日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべうた、読み

聞かせ、パネルシアターなど

日時 ７月７日（木）、21日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 ７月７日（木）、21日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時 ７月16日（土）午後２時～　　
場所 敷島総合文化会館視聴覚室
対象 幼児・小学生
内容 手袋人形、手あそび、手話など

上映会「ぞくぞく村のオバケ
たち　雨ぼうずピッチャン」

対象 幼児、小学生
場所 敷島総合文化会館創作室
日時 ７月22日（金）午後２時～
内容 作って遊ぼう「ゲジゲジム

カデ」先着20人
日時 ８月３日（水）午後２時～
内容 覗いてみようステキな世界

「万華鏡」先着20人
日時 ８月11日（木）午後２時～
内容 くるくる回るよ「メリーゴ

ーランド」先着20人

聞いて味わう本の世界。どなた
でもお気軽にご来店ください。
日時 7月21日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー 「舟路」島崎藤村作、「人間

椅子」江戸川乱歩作ほか
板前 ねの会
助っ人板前 ゆめふくろうすずの会

日時 ７月14日（木）、28日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシア

ター、おりがみなど

対象 ３歳～９歳
日時 ７月９日（土）、23日（土）

午前10時30分～11時15分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

場所 竜王図書館おはなしコーナー
日時 ７月２日（土）

午前10時30分～11時30分
内容 お話、ゲーム

受付開始 ７月１日（金）午前10時
（定員になり次第締切）

■問い合わせ・申し込みは…
敷島図書館じどうとしょかん
055（277）9955

日時 ７月14日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時 ７月９日（土）、23日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアターなど

日時 ７月23日（土）、30日（土）
８月７日（日）
午後２時～３時30分

場所 双葉図書館２階視聴覚室
対象 小学生　先着15人
内容 夏休みの楽しい工作がかん

たんに作れるよ
受付開始 ７月１日（金）午前10時

（定員になり次第締切）
■問い合わせ・申し込みは…
双葉図書館
0551（20）3689

期間 ７月23日（土）～８月５日（金）
ズッコケ三人組のパネルを展示します。

双葉図書館では、子どもたちに
絵本やパネルシアターなどを読ん
でくださるボランティアを募集し
ます。主に、第２・第４土曜日の
午前10時30分からのおはなし会と
図書館主催のイベントに参加して
いただきます。子どもたちと楽し
いひとときを過ごしませんか。お
気軽に職員に問い合わせください。

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしい店
おきらく亭

こぐまちゃんのおへや

キッズぷらねっと
ストリーテリング編

敷島図書館 双葉図書館
えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館

ライライくんの工作教室

夏休み工作会

『ズッコケ三人組』パネル展

図書館ボランティア募集

※オフトーク２チャンネルでは25日（月）から29日（金）まで朗読が放送されます。

ライライくんのおはなし劇場



に開催されました。当日は225名が参加し、熱戦が
繰り広げられました。
※優勝者のみ掲載
○小学生男子
１部（５・６年生）…石渡・保坂組（双葉）
２部（４年生以下）…小松・貝塚組（竜王）
○小学生女子
１部（５・６年生）…皆川・本沢組（双葉）
２部（４年生以下）…石渡・栗原組（双葉）
○中学生男子
三井・岸本組（敷島中）
○中学生女子
鰻池・前村組（双葉中）
○一般男子
１部…中田・望月組（敷島）
２部…小林・飯田組（双葉・竜王）
○一般女子
１部…柳本・柳本組（双葉）
２部…飯田・佐野組（竜王）

第１回市民テニス大会結果
５月８日（日）、15日（日）の２日間にわたり第１回

市民テニス大会が西八幡テニスコートを会場に開催
されました。大会には142名が参加し、熱戦が繰り
広げられました。
※優勝者のみ掲載（敬称略）
○男子シングルス
Ａパート…広瀬静男　Ｂパート…植松徹　Ｃパート
…伊藤忍　Ｄパート…服部大樹　Ｅパート…前島嵩
○男子ダブルス
Ａパート…広瀬静男・小林高志　
Ｂパート…栗原一登・望月和雄
○女子シングルス
加藤順子
○女子ダブルス
Ａパート…望月美紀子・岡田裕子　Ｂパート…上島
淳子・熊川明美　Ｃパート…窪田千穂・内藤正美
Ｄパート…加治美千代・山本由利子
○ミックスダブルス
Ａパート…小林高志・望月美紀子　Ｂパート…内藤
ますみ・加藤順子　Ｃパート…久保卓也・植田江美
Ｄパート…小坪力・内田いづ美

県スポーツ・レクリエーション祭結果
５月７日から29日にかけて、県内各地において第

17回山梨県スポーツ・レクリエーション祭が開催さ
れました。本市からは、17種目に431人が参加し、
県内各地から集まった愛好者同士が交流を深めなが
ら楽しく汗を流しました。
本市の優勝者は、次のとおりです。（敬称略）

○マスターズ陸上　
・三井弘文（クラス55男子800ｍ・やり投）・白川一

（クラス60男子1500ｍ・800ｍ）・矢嶋千明（クラス
50男子1500ｍ・5000ｍ）・清水光夫（クラス55男
子1500ｍ・5000ｍ）・西尾百合子（クラス35女子
1500ｍ）・岡田庚三（クラス60男子3000ｍ）・増田
康彦（クラス40男子5000ｍ）・児玉晃（クラス40男
子やり投・円盤投）・甲斐チーム（男子4×100ｍ）
○女子ソフトボール
Ｅパート　甲斐体協レディースＣ
○年齢別バドミントン
Ｂブロック…甲斐市（双葉） Ｄブロック…甲斐市（敷
島）
○グラウンドゴルフ
Ａ＆Ｃコース　白川美佐子
○マスターズ水泳
・山田、河島、川口、三井（男女混合100ｍフリーリ
レー）・川崎、森本、石橋、河島（男女混合100ｍフ
リーリレー）・山田、三井、永野、大堀（男子100ｍ
フリーリレー）・川崎、保坂、斉藤、大谷（男子100
ｍフリーリレー）・平井、長田、市川、石橋（男子
100ｍフリーリレー）・山田藤雄（クラス65男子25ｍ
自由形・50ｍ自由形）・大堀卓雄（クラス65男子50
ｍ背泳ぎ・100ｍ個人メドレー）・保坂茂（クラス60
男子25ｍ・50ｍ背泳ぎ）・川崎将人（クラス50男子
50ｍ背泳ぎ・25ｍバタフライ）・河島京子（クラス
55女子100ｍ個人メドレー）・石橋良治（クラス40男
子100ｍ個人メドレー）・永野尚男（クラス65男子25
ｍ背泳ぎ）
○テニス 甲斐市テニス協会
○年齢別ソフトテニス 甲斐市C（双葉クラブ）

山梨県家庭婦人バレーボール
「いそじ大会」で市内チームが大健闘
5月29日（日）に竜王東小体育館を主会場に開催さ

れた第17回山梨県家庭婦人いそじ大会で市内チーム
が好成績を修めました。この結果、ＣブロックＡパ
ートで優勝した竜北ＶＣは10月28日から鹿児島で行
われる全国大会に出場します。
○Ｃブロック（全国予選）Ａパート優勝…竜北ＶＣ
○Ａブロック（親善）総合優勝…玉幡クラブＢ
Ｃパート優勝…玉幡クラブＢ
Ｄパート優勝…りゅうせい

ミニバスケットボール交歓大会で優勝
５月22日（日）に富士北麓運動公園体育館で開催さ

れた第27回ＮＨ
Ｋ杯山梨県ミニ
バスケットボー
ル交歓大会で双
葉ミニバススポ
ーツ少年団が見
事にＡ組優勝を
果たしました。
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甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所　双葉公民館ホール
日　時　７月20日（水）

・学校体育施設（８月分） 午後７時～
・社会体育施設（９月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島

公民館窓口
日　時　７月26日（火）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（８月分）
・社会体育施設（９月分）

※平成17年度については学校体育施設、社会体育施
設とも通年で一斉開放を実施します。
※平成17年４月１日から敷島地区、双葉地区におい
てもスポーツ施設管理指導員を配置しています。カ
ギ等の貸出方法が変更になっていますのでご注意く
ださい。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

Ｂ＆Ｇ海洋センタープール日程表
開館期間　６月１日（水）～９月30日（金）
開館時間　午前10時～正午（午前の部）

午後１時～午後５時（午後の部）
午後６時～午後９時（夜間の部）

注意事項
入泳する際には、スイミングキャップの着用が義

務付けられています。
幼児および夜間の小中学生の利用は、必ず保護者

同伴でお願いします。

Ｂ＆Ｇ海洋センター
料金表

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

＜プール開放カレンダー　８月　＞
○敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター（毎週月曜日休館）
甲斐市島上条2527-1 055（277）7767

○双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

市内支部対抗球技大会結果
５月22日（日）、双葉スポーツ公園と竜王小学校体

育館を中心に、市内支部対抗球技大会が開催され、
ソフトボールの部には33チ
ームが、バレーボールの部
には20チームが参加し熱戦
を繰り広げました。合併後
初めての大会にふさわしく、
好プレーの連続で印象に残
る大会となりました。結果
は次のとおりです。

ソフトボールの部

バレーボールの部

第１回甲斐市長杯争奪
ソフトテニス大会結果

５月15日（日）、第１回甲斐市長杯争奪ソフトテニ
ス大会が釜無川スポーツ公園テニスコートを主会場
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甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

山
梨
県

平
成
17
年
度
甲
斐
市
職
員
採
用
上
級
試
験

甲
斐
市
で
は
、
平
成
17
年
度
の
甲
斐

市
職
員
採
用
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を
参
照
願

い
ま
す
。

試
験
案
内
配
布
期
間

７
月
１
日
（
金
）
〜
７
月
29
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
及
び
休
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

試
験
案
内
配
布
場
所

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

試
験
申
込
受
付
期
間

７
月
13
日
（
水
）
〜
８
月
３
日
（
水
）

（
土
・
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曜
日
及
び
休
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
期
間

７
月
13
日
（
水
）
〜
８
月
３
日
（
水
）

試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

職
種

事
務
職

年
齢
要
件

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

学
力
要
件

大
学
を
卒
業
し
た
者
、
卒

業
見
込
み
の
者
及
び
同
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者

採
用
予
定
人
員

３
人
程
度

受
験
資
格

住
所
要
件

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
、

甲
斐
市
内
に
住
所
（
住
民
登
録
）
を
有

す
る
者
。
た
だ
し
、
修
学
等
の
た
め

住
所
を
移
動
し
た
者
を
含
む
。

欠
格
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
者

試
験
日
時
及
び
場
所

区
分

第
１
次
試
験

日
時

９
月
４
日
（
日
）

受
付
開
始
時
間

午
前
８
時
30
分

試
験
開
始
時
間

午
前
９
時

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

（
甲
斐
市
島
上
条
１
０
２
０
）

０
５
５
（
２
７
７
）
４
１
１
１

■
問
い
合
わ
せ
は
…

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

臨
時
職
員
登
録
の
お
知
ら
せ

次
の
職
種
に
つ
い
て
臨
時
職
員
の
登

録
者
を
募
集
し
ま
す
。

職
種

一
般
事
務
・
保
育
士
・
栄
養

士
・
調
理
員
・
保
健
師
・
徴
収
嘱
託
員

任
用

臨
時
職
員
登
録
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
職
員
に
欠
員
等
が
生
じ
た
場
合

任
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

国
民
健
康
保
険
税
率
が
統
一
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
相
互
扶
助

に
よ
り
加
入
者
の
健
康
を
守
る
制
度
で

す
。
そ
の
中
で
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保

税
）
は
加
入
者
が
医
療
機
関
な
ど
に
支
払

う
医
療
費
（
３
割
の
一
部
負
担
金
）
以
外

の
費
用
（
７
割
分
）
を
賄
う
主
要
な
財
源

で
す
。

甲
斐
市
の
国
保
税
は
、
今
年
度
か
ら
、

国
保
運
営
協
議
会
の
答
申
、
市
議
会
で

の
承
認
を
経
て
８
月
の
本
算
定
で
税
率

が
統
一
さ
れ
ま
す
。

総
医
療
費
が
年
々
増
加
し
、
現
在
、

国
保
運
営
が
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
安
心
し
て
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
国
保
税
は
納
期
限
内
に

納
付
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
所
得
申
告

を
忘
れ
ず
に

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
し
て
い

る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
課
税
さ
れ
る
所
得

割
・
資
産
割
・
均
等
割
と
、
世
帯
ご
と

に
課
税
さ
れ
る
平
等
割
の
合
計
額
で
算

出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
所
得
割
は
、
住
民
税
・

所
得
税
の
申
告
額
か
ら
課
税
の
対
象
と

な
る
金
額
を
計
算
し
ま
す
。

税
額
の
計
算
を
正
し
く
行
な
う
た
め

に
も
、
所
得
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い

人
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７
月
中
に
申
告
を
し
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く
だ
さ
い
。

・
所
得
の
申
告
が
遅
れ
る
と
、
保
険
税
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追
加
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
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ま
す
。

・
所
得
が
な
い
世
帯
、
所
得
額
が
低
い

世
帯
は
、
保
険
税
額
の
軽
減
措
置
の
対

象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
所
得
申
告
を
し
て
い
な
い
人
が
世

帯
の
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れ
ば
、
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減
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を
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が
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き
ま
せ
ん
。
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、
金
額
の
大
小
に
関
わ
ら
ず

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
は
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座
振
替
の
ご
利
用
を

口
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替
を
す
る
に
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、
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い
。
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…
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（
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１
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）
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国
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健
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保
険
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の
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新

国
民
健
康
保
険
に
加
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し
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人
（
老
人
保
健
対
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除
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）
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、
国
保
か
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高
齢
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給
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証
を

交
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て
い
ま
す
。
こ
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、

医
療
機
関
等
で
の
負
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割
合
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１
割
ま
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２
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と
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す
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も

の
で
あ
り
、
そ
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負
担
割
合
は
前
年
の

所
得
に
よ
っ
て
判
定
さ
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ま
す
。

所
得
は
毎
年
変
動
し
ま
す
か
ら
、
そ

れ
に
伴
い
負
担
割
合
も
毎
年
見
直
さ
れ

ま
す
。
前
年
の
住
民
税
に
対
す
る
課
税

所
得
に
よ
り
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定
（
定
期
判
定
）
し
、
８

月
か
ら
新
し
い
負
担
割
合
が
適
用
に
な

り
ま
す
。

今
回
、
平
成
17
年
度
住
民
税
に
対
す

る
課
税
所
得
に
よ
り
定
期
判
定
を
行
な

い
、
受
給
者
証
の
更
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を
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ま
す
。

新
し
い
負
担
割
合
の
受
給
者
証
は
７

月
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日
ま
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に
郵
送
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お
送
り
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た
し

ま
す
。
負
担
割
合
に
変
更
が
な
い
場
合

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
お
知
ら
せ 

国
民
健
康
保
険



で
も
、
現
在
お
使
い
の
受
給
者
証
の
有

効
期
限
が
平
成
17
年
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
８
月
か
ら
は
更

新
さ
れ
た
受
給
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
険
課
（
竜
王
庁
舎

１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
保

険
料
が
免
除
あ
る
い
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
申
請
免
除
制
度
に
は
、
次

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
全
額
免
除
…
保
険
料
の
全
額
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

②
半
額
免
除
…
保
険
料
の
半
額
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
半
額
の
保
険

料
を
納
め
忘
れ
る
と
未
納
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
…
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

30
歳
未
満
の
人
に
限
り
利
用
で
き
る

制
度
で
す
。

全
額
免
除
・
半
額
免
除
及
び
納
付
猶

予
の
対
象
と
な
る
所
得
の
額
は
、
世
帯

構
成
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
（
追
納
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
免
除
等
を
受
け
た
期

間
に
応
じ
て
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
は
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
金
額

を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に
も
追
納
を

お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
を
経

過
し
て
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

な
お
、
17
年
度
の
保
険
料
免
除
等
の

申
請
は
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
険
課
（
竜
王
庁
舎

１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

年
金
相
談
の
時
間
延
長
・
休
日
開
催
の

ご
案
内

竜
王
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金

相
談
窓
口
の
時
間
延
長
と
休
日
開
設
を

行
い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。

時
間
延
長（
午
後
７
時
ま
で
受
付
）
…
７

月
４
日
（
月
）
・
11
日
（
月
）
・
19
日

（
火
）
・
25
日
（
月
）

休
日
開
催（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

ま
で
受
付
）
…
７
月
９
日
（
土
）
・
16

日
（
土
）

な
お
、
相
談
に
は
年
金
手
帳
な
ど
基

礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
方
の
場
合

委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
社
会
保
険
事

務
所

０
５
５
（
２
７
８
）
１
１
０
０

介
護
慰
労
金
支
給
事
業

市
で
は
、
寝
た
き
り
老
人
（
要
介
護
３

〜
５
に
認
定
さ
れ
た
者
）
ま
た
は
認
知
症

老
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

対
し
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

担
当
地
区
民
生
委
員
が
対
象
者
の
調

査
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
寝
た
き
り
老
人
ま
た
は
認
知

症
老
人
と
同
居
し
、
平
成
16
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
、
常
時
在
宅
で
介
護
し
た

介
護
者
。（
入
院
日
数
及
び
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
利
用
が
90
日
以
上
の
場
合
は

除
く
）

金
額

年
額
２
万
円

■
問
い
合
わ
せ
は
…

高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事

店
が
施
工
し
ま
す

公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
区

域
の
み
な
さ
ま
に
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
流
す
た

め
の
宅
地
内
排
水
設
備
工
事
を
私
費
で

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
台
所
や
水
洗
便
所
・

風
呂
場
な
ど
の
排
水
を
公
共
汚
水
ま
す

に
接
続
す
る
も
の
で
、
市
が
指
定
し
た

指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
工
事
の
依
頼
は
、

直
接
指
定
工
事
店
に
お
願
い
し
て
く
だ

さ
い
。
契
約
に
あ
た
っ
て
は
、
見
積
書

を
数
社
取
っ
て
指
定
工
事
店
と
十
分
協

議
し
、
納
得
し
て
か
ら
施
工
さ
れ
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
納
期
内
に
納

入
し
ま
し
ょ
う

平
成
17
年
度
第
１
期
の
下
水
道
受
益

者
負
担
金
の
納
期
限
は
８
月
１
日
（
月
）

で
す
の
で
、
お
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
５
年
分
一
括
納
付
・
１
年
分

全
納
を
選
択
さ
れ
た
人
は
、
納
期
限
を

過
ぎ
ま
す
と
前
納
報
奨
金
が
出
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
度
の
納
期
限

第
１
期

平
成
17
年
８
月
１
日
（
月
）

第
２
期

平
成
17
年
９
月
30
日
（
金
）

第
３
期

平
成
17
年
11
月
30
日
（
水
）

第
４
期

平
成
18
年
１
月
31
日
（
火
）

下
水
道
接
続
の
制
度
が
充
実
し
ま
し
た

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す

る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で

借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
の
融
資
額
が
拡
大
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

下
水
道
へ
早
め
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
50
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら

３
年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

○
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
及
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が

一
人
い
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

18



保
養
所
助
成
券
を
発
行
し
ま
す

「
海
の
家
」「
山
の
家
」
の
利
用
料
金

の
一
部
を
助
成
す
る
利
用
券
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

●
海
の
家

相
良
（
静
岡
県
相
良
町
）
御
前
崎
（
静

岡
県
御
前
崎
市
）
谷
浜
（
新
潟
県
上
越

市
）

●
山
の
家

尾
白
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
（
北
杜
市
白

州
町
）
篠
沢
･
大
滝
キ
ャ
ン
プ
場
（
北

杜
市
白
州
町
）
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン

パ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
（
甲
斐
市
上
芦
沢
）

ビ
ッ
グ
ホ
ー
ン
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

（
甲
斐
市
上
芦
沢
）

利
用
期
間

７
月
１
日
（
金
）
〜
８
月
31
日
（
水
）

利
用
券
申
請
期
限

８
月
26
日
（
金
）

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
甲
斐
市
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
免

許
証
・
健
康
保
険
証
（
住
所
記
入
の

も
の
）
等
）

・
海
の
家
（
相
良
町
お
よ
び
御
前
崎
）

に
宿
泊
の
場
合
は
、
予
約
受
付
書

※
詳
し
く
は
、
広
報
６
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
訂
正

６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
新

潟
県
谷
浜
の
民
宿
白
銀
屋
と
民
宿
星
野

屋
は
現
在
休
業
中
で
す
。

■
申
請
･
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

敷
島
支
所
地
域
課
（
敷
島
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
３

富
士
川（
釜
無
川
）流
域
一
斉
清
掃

富
士
川
流
域
の
水
環
境
の
改
善
と
河

川
美
化
・
河
川
愛
護
を
目
的
に
実
施
さ

れ
る
富
士
川
流
域
で
の
一
斉
清
掃
の
一

環
と
し
て
、
日
本
最
古
の
大
型
治
水
施

設
「
信
玄
堤
」
を
擁
す
る
甲
斐
市
で
も
釜

無
川
流
域
で
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場
で
も
あ
る
信

玄
堤
を
私
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
。

日
　
時

７
月
９
日
（
土
）
午
前
６
時
〜

（
約
１
時
間
）
雨
天
決
行
（
雨
天
時

は
雨
具
を
持
参
く
だ
さ
い
）

集
合
場
所

勤
労
者
青
少
年
ホ
ー
ム
南

側
ま
た
は
釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
北
側
森
林
公
園
内

事
業
主
体

富
士
川
流
域
連
絡
会
（
国

土
交
通
省
、
甲
斐
市
ほ
か
37
関
係

機
関
）

※
軍
手
・
ご
み
袋
は
当
日
配
布
い
た
し

ま
す
。
ご
み
ば
さ
み
等
を
持
参
さ
れ
れ

ば
便
利
で
す

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
徒
歩
・
二
輪
車
・
乗
合
等

で
ご
参
加
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

運
動本

年
度
も
６
月
25
日
（
土
）
か
ら
８
月

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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31
日
（
水
）
ま
で
の
68
日
間
は
、
県
下
一

斉
の
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
運
動
」
期
間
で
す
。
本
市
に
お

い
て
も
広
報
車
に
よ
る
啓
発
お
よ
び
街

頭
啓
発
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
軽
減
等
に
効
果

的
で
も
あ
り
ま
す
の
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
を
徹
底
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

市
民
法
律
講
座

「
個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て
」

日
　
時

７
月
２
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

場
　
所

山
梨
県
弁
護
士
会
館
４
階
大

会
議
室

講
　
師

吉
澤
宏
治
弁
護
士

■
問
い
合
わ
せ
は
…
山
梨
県
弁
護
士
会

０
５
５
（
２
３
５
）
７
２
０
２

母
と
子
の
遊
び
教
室

１
歳
７
か
月
〜
３
歳
位
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
い
る
お
母
さ
ん
。
子
ど
も
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
同
じ
く
ら
い
の
お
子

さ
ん
の
い
る
お
母
さ
ん
と
情
報
交
換
を

し
た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
当
日
は
「
ち
び
っ
こ
は
う

す
」
の
先
生
も
み
え
ま
す
。

対
　
象

１
歳
７
か
月
〜
３
歳
位
ま
で

の
保
・
幼
稚
園
入
園
前
の
親

子
　
20
組

日
　
時

７
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

場
　
所

竜
王
北
部
公
民
館
和
室
　

講
　
師

松
本
恵
子
さ
ん
（
ち
び
っ
こ
は

う
す
）

参
加
料

無
料

受
付
期
間

７
月
４
日
（
月
）
〜
７
月
12
日

（
火
）

平
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
（
双
葉
公
民

館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
入
門
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
け
れ
ど
き
っ

か
け
が
つ
か
め
な
い
と
い
っ
た
人
を
対

象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
入

門
的
な
講
話
や
高
齢
者
擬
似
体
験
な
ど

の
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

市
内
在
住
・
在
勤
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

定
員

各
50
名
　
受
講
料

無
料

第
１
回

日
　
時

７
月
21
日
（
木
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
　
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者
に
よ

る
講
演
会

第
２
回

日
　
時

８
月
４
日
（
木
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
　
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

心
地
良
い
時
間
を
作
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
験

第
３
回

日
　
時

８
月
18
日
（
木
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
　
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

体
験
学
習
・
車
イ
ス
・
高
齢

者
疑
似
体
験
等

■
申
し
込
み
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
支
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
講
習
会

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
の
講
習
会
を
甲
斐
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
、
開
催
し
ま
す
。

■
手
話
講
習
会（
入
門
編
）

日
　
時
　
７
月
27
日
（
水
）
〜
10
月
12
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午
（
毎
週
水

曜
日
）

場
　
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
　
　

定
　
員

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
と

な
り
ま
す
）

内
　
容

日
常
生
活
に
必
要
な
手
話
を

学
ぶ

■
申
し
込
み
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
竜
王
支
所

０
５
５
（
２
７
９
）
１
１
１
２

０
５
５
（
２
７
９
）
１
１
１
４

■
点
字
講
習
会（
入
門
編
）

日
　
時
　
９
月
２
日
（
金
）
〜
11
月
18
日

（
金
）
午
前
10
時
〜
正
午
（
毎
週
金

曜
日
）（
た
だ
し
９
月
23
日
（
金
）

は
９
月
22
日
（
木
）
に
実
施
）

場
　
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

定
　
員

15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料

無
料
（
点
字
機
１
、
０
０
０
円

は
参
加
者
負
担
）

内
　
容

・
点
字
図
書
の
基
礎
知
識
・

点
訳
の
方
法
お
よ
び
実
技
・
身
体

障
害
者
福
祉
の
概
要

■
申
し
込
み
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
双
葉
支
所

０
５
５
１
（
２
８
）
５
１
０
０

０
５
５
１
（
２
８
）
３
４
３
１

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
小
学

生
を
対
象
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

開
催
日

毎
週
土
曜
日
（
１
年
間
）

時
　
間

午
前
10
時
か
ら
正
午

場
　
所

竜
王
小
学
校
体
育
館
他

内
　
容

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
基
礎
・
実
践

対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
生

参
加
料

無
料

持
ち
物

体
育
館
履
、
タ
オ
ル
等

申
し
込
み

電
話
・
会
場
に
て
随
時
受
付

※
途
中
参
加
可
能
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
バ
レ
ー
協
会
（
小
池
恒
夫
）

０
５
５
（
２
７
６
）
３
８
３
４

20

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

山
梨
県

山
梨
県



21

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い
指
導
事
業

「
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」

日
本
代
表
コ
ー
チ
米
山
一
朋
さ
ん
を

指
導
者
に
迎
え
、
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
が
対

象
な
の
で
初
め
て
で
も
大
丈
夫
。
楽
し

い
指
導
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
体
験
で
き

ま
す
。

日
　
時

７
月
10
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時
（
０
時
30
分

受
付
開
始
）

場
　
所

敷
島
体
育
館

講
　
師

米
山
一
朋
氏（
日
本
代
表
コ
ー
チ
）

対
　
象

小
学
校
３
・
４
年
生

教
室
内
容

・
講
師
の
先
生
に
よ
る
楽
し
い
指
導

・
み
ん
な
で
楽
し
く
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

申
込
方
法

各
小
学
校
に
て
申
込
用
紙
を

配
布
済
＊
当
日
受
付
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

子
ど
も
水
泳
教
室

市
教
育
委
員
会
主
催
の
子
ど
も
水
泳

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
市
体
協
水
泳
部

の
指
導
の
も
と
、
初
心
者
を
対
象
に
水

泳
の
基
礎
技
術
を
身
に
つ
け
て
安
全
に

泳
げ
る
能
力
を
養
い
ま
す
。

日
程

７
月
25
日
（
月
）
〜
７
月
29
日

（
金
）（
全
５
回
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
８
時

場
所

甲
斐
市
敷
島
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー

参
加
費
用

無
料

入札結果 



対
象
者

市
内
在
住
小
学
生
　
※
親
の

同
伴
可

募
集
定
員

40
名

受
付
開
始

７
月
４
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
受
付

持
ち
物

水
着
・
タ
オ
ル
・
水
泳
キ
ャ

ッ
プ
（
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
は
必
ず
着
用
）
・

ゴ
ー
グ
ル
（
必
要
な
子
ど
も
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
主
催
の
初
心

者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
３
会
場
で
開
催
し
ま
す
の
で
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

７
月
24
日
、
８
月
７
日
、

14
日
、
21
日
（
全
４
回
）

竜
王
・
敷
島
会
場

午
前
６
時
か
ら
７
時
30
分

双
葉
会
場

午
前
９
時
か
ら
10
時
30
分

場
　
所（
各
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

竜
王
会
場
　
釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

敷
島
会
場
　
中
下
条
公
園

双
葉
会
場
　
双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
校
３
年
生

以
上
か
ら
一
般
ま
で
　

指
導
者

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
指
導

者
（
有
資
格
者
）

募
集
定
員

各
会
場
20
名

申
込
締
切

７
月
21
日
（
木
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

無
料
法
律
相
談

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
建
物
の
賃
貸

借
、
交
通
事
故
、
損
害
賠
償
、
サ
ラ
金

等
の
消
費
者
問
題
な
ど
を
受
付
ま
す
。

手
元
に
あ
る
関
係
資
料
を
持
参
し
、
相

談
内
容
を
ま
と
め
て
相
談
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い

で
す
。

日
　
時

７
月
15
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
　
員

６
人
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時

間
は
30
分
と
な
り
ま
す
）

担
　
当

深
澤
一
郎
弁
護
士

申
込
受
付

７
月
13
日
（
水
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

柳
荘
大
弐
学
問
ま
つ
り
神
輿
担
ぎ
手

お
よ
び
山
縣
大
弐
役

日
　
程

９
月
23
日
（
金
）
秋
分
の
日

対
　
象

健
康
で
神
輿
を
担
い
で
み
た
い

人
（
男
女
問
わ
ず
）

山
縣
大
弐
役
は
、
大
弐
の
扮
装
を
を

し
て
仮
装
行
列
な
ど
祭
り
に
参
加
し
た

い
人
（
男
性
の
み
）

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

平
成
17
年
度
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
職
員
採
用
試
験
案
内

第
１
次
試
験
日

８
月
21
日
（
日
）

試
験
会
場

山
梨
学
院
大
学
（
酒
折
２
―

４
―
５
）

試
験
案
内
等
配
布

７
月
４
日
（
月
）
よ

り
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
期
間

７
月
14
日
（
木
）
〜
７
月
29

日
（
金
）（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

住
所
要
件

平
成
17
年
７
月
14
日
以
前

か
ら
引
き
続

き
甲
府
市
、

甲
斐
市
（
旧

竜
王
町
及
び

旧
敷
島
町
に

限
る
）
玉
穂

町
、
昭
和
町

及
び
田
富
町

に
住
所
を
有

し
て
い
る

人
。（
就
学
の

た
め
転
出
中
の
人
も
可
）

※
受
験
資
格
募
集
人
員
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
消
防
本
部
人
事
課

甲
府
市
伊
勢
３
ー
８
ー
23

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
４
９

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

貸
出
教
材

16
ミ
リ
映
写
機
・
16
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
・
ビ
デ
オ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ
・
ス
ク
リ
ー
ン
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ポ

ー
タ
ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
　
他

利
用
資
格

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
の
圏
域
市
町
村
に
お
け
る
学
校

教
育
・
社
会
教
育
・
そ
の
他
の
機
関

及
び
団
体

※
営
利
目
的
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
料

無
料

搬
送
サ
ー
ビ
ス

希
望
者
に
つ
い
て
は
、

各
教
育
委
員
会
ま
で
、
教
材
を
搬
送

し
ま
す
。

申
込
方
法

利
用
す
る
団
体
の
責
任
者

が
所
定
の
申
込
書
に
記
入
し
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
電
話
予
約
も
可
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

甲
府
市
伊
勢
３
ー
８
ー
23

０
５
５
（
２
２
２
）
１
１
９
０

甲
　
府
　
市

マ
ウ
ン
ト
ピ
ア
黒
平
は
甲
府
市
の
最

北
端
に
あ
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
つ

つ
ま
れ
た
山
村
集
落
、
黒
平
町
に
あ
り

ま
す
。
緑
あ
ふ
れ
る
山
々
、
小
川
の
せ

せ
ら
ぎ
や
風
の
音
、
野
鳥
の
声
、
自
然

の
息
づ
か
い
を
全
身
で
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
滞
在
型
の
リ
ゾ
ー
ト
で
す
。
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
棟
や
５
人
用
の
コ
テ
ー
ジ
（
宿

泊
施
設
）、
丸
太
遊
具
、
遊
歩
道
な
ど
が

あ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用
品
の
貸
し
出

し
も
し
て
い
ま
す
。（
有
料
）

利
用
料

コ
テ
ー
ジ（
１
棟
）日
帰
り
５
、

２
５
０
円
・
宿
泊
１
０
、
５
０
０
円
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
器
具（
鉄
板
・
鍋
な
ど
）

各
２
１
０
円

■
問
い
合
わ
せ
は
…
マ
ウ
ン
ト
黒
平

０
５
５
（
２
８
７
）
２
２
０
１

山
梨
県

山
梨
県

22



■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

「
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
出
店
者

日
程

10
月
９
日
（
日
）
※
雨
天
決
行

場
所

甲
斐
市
赤
坂
台
総
合
公
園
（
ド
ラ

ゴ
ン
パ
ー
ク
）

資
格

市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
、

グ
ル
ー
プ
（
個
人
は
除
く
）

募
集
数

50
店
程
度

募
集
期
間

７
月
15
日
（
金
）
〜
８
月
５

日
（
金
）

出
店
料
等

１
ブ
ー
ス
１
０
、
０
０
０
円

（
机
２
、
イ
ス
４
を
含
む
）
追
加
は

別
途
徴
収
。（
机
１
、
０
０
０
円
／

台
、
イ
ス
３
０
０
円
／
脚
）

そ
の
他

出
店
場
所
は
実
行
委
員
会
が

決
定
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

期
間
中
で
も
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事

務
局
（
商
工
観
光
課：

双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

（
竜
王
支
所
地
域
課：

竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

日
程

10
月
９
日
（
日
）

対
象

健
康
な
人
（
男
女
問
わ
ず
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

教
養
講
座
講
師

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
お
よ
び
働
く
婦

人
の
家
で
は
、
教
養
講
座
（
軽
運
動
・
手

芸
・
語
学
・
そ
の
他
）
の
講
師
を
し
て
く

れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
各
種
講
座
の

講
師
経
験
の
あ
る
人
や
興
味
の
あ
る
人

の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象

20
歳
以
上
の
健
康
で
や
る
気
の

あ
る
人
（
講
師
経
験
問
わ
ず
）

報
酬

有
り
（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
７
７

平
成
17
年
度
峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
職
員
採
用

採
用
予
定
人
数
　
若
干
名
（
性
別
不
問
）

試
験
実
施
要
綱
等
配
布

７
月
５
日
（
火
）

よ
り
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
期
間

７
月
13
日
（
水
）
〜
８
月
３
日

（
水
）（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

学
歴
お
よ
び
年
齢
用
件

救
急
救
命
士
の

有
資
格
者
お
よ
び
資
格
取
得
見
込
み
の

者
お
よ
び
大
学
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は

平
成
18
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者
で
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

住
所
要
件

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
引

き
続
き
韮
崎
市
、
北
杜
市
、
北
巨
摩
郡
小

淵
沢
町
お
よ
び
甲
斐
市
（
旧
双
葉
町
）

に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
。（
就
学
の
た

め
転
出
中
の
人
も
可
）

そ
の
他

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
・
地

方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
し
な
い

者
・
消
防
職
員
と
し
て
身
体
要
件
を
備

え
て
い
る
者

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
実
施
要
綱
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
峡
北
広
域
行
政
事
務

組
合
総
務
課

０
５
５
１
（
２
２
）
３
３
１
１

夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
探
険
ツ
ア
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
探

険
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
小
・
中
学
生

を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
活
動
を
見
学
・
体
験
し

な
が
ら
、
バ
ス
で
市
内
を
め
ぐ
り
ま
す
。

日
　
時

７
月
25
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

集
合
場
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
午

前
８
時
45
分
）
・
敷
島
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
午
前
９
時
）
・
双
葉
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
午
前
９
時
20
分
）

対
象
者

市
内
の
小
・
中
学
生
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
児
童
生
徒

定
　
員

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料

無
料

持
ち
物

筆
記
用
具
・
動
き
や
す
い
服
装

内
　
容

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
験
・

朗
読
サ
ー
ク
ル
見
学
・
手
話
サ
ー

ク
ル
見
学
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
体

験
・
点
字
サ
ー
ク
ル
見
学
他

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
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山
梨
県

「臨時休館のお知らせ」
７月18日（祝日）は臨時休館になります。

ファミリーコンサート
影絵げき‘みる’コンサートものがたり
「100万回生きたねこ」
感動的な物語「100万回生きたねこ」を、幻想
的な影絵と、情緒あふれるピアノとチェロとバ
イオリンの生演奏でおくる音楽影絵劇です。
日　時 ７月10日（日）
開　場 午後１時30分　開演 午後２時
入場料 親子ペア券2,500円　大人券2,000円

小人券1,000円（全席自由）

甲斐市誕生１周年記念・宝くじ文化公演
「２００５爆笑ライブ」
お笑いブーム真っ盛り。パペット・マペット、
エレキコミック他……。今をときめく若手お笑
いグループが甲斐市にやってきます。
日　時 ９月３日（土）
開　場 午後６時　開演 午後６時30分
入場料 1,000円（全席自由）
※上記イベントのチケットはふれあい文化館事
務室の他、プレイガイドで扱っております。
■問い合わせは…
甲斐市双葉ふれあい文化館ホール事務室
0551（20）3660



甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
支
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

勤
労
者
協
議
会
サ
マ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー

市
勤
労
者
協
議
会
で
は
、
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
申
込
受
付
日
に
先
着
順
で

締
め
切
り
ま
す
。

【
日
程
】

日
　
時

８
月
18
日
（
木
）

午
前
７
時
出
発

集
合
場
所

竜
王
南
部
公
民
館
駐
車
場

帰
宅
予
定
時
間

午
後
11
時
30
分

募
集
人
数

３
０
０
人

参
加
資
格

市
内
在
住
者
、
在
勤
者
お
よ
び

家
族
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
参
加
申
し
込
み
】

日
　
時

７
月
30
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
10
時
30
分

場
　
所

市
役
所
竜
王
庁
舎
正
面
玄
関

参
加
料（
入
場
料
含
む
）

・
大
人
（
６
、
５
０
０
円
）

・
中
・
高
校
生
（
６
、
０
０
０
円
）

・
４
歳
か
ら
小
学
生
（
５
、
０
０
０
円
）

・
３
歳
以
下
（
２
、
０
０
０
円
）

持
ち
物

印
鑑
・
参
加
料
・
勤
労
者
協

議
会
会
費
（
３
０
０
円
・
加
入
済
の

人
は
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
商
工
労
働
担
当

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

甲
斐
市
敬
老
福
祉
大
会

日
　
時

10
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

場
　
所

山
梨
県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
大
ホ

ー
ル
）

内
　
容

式
典
、
ふ
た
ば
保
育
園
「
保

育
園
児
演
奏
」、
文
化
協
会
「
甲
斐

市
音
頭
」、竜
王
西
小
学
校「
合
唱
」、

日
本
航
空
学
園
「
太
鼓
隊
」、
三
田

明
「
芸
能
歌
謡
シ
ョ
ー
」

申
込
方
法

自
治
会
ご
と
に
申
し
込
み
を

受
付
ま
す
。
参
加
を
希
望
の
人
は
、

申
込
書
が
組
回
覧
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
斐
市
敬
老
福
祉

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
甲
斐
市
高
齢

福
祉
課
内
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

●
竜
王
北
部
公
民
館

７
月
28
日
（
木
）
〜
９
月
15
日(

木)

「
霜
月
句
会
」（
俳
句
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

●
竜
王
中
部
公
民
館

７
月
１
日
（
金
）
〜
８
月
23
日
（
火
）

「
竹
友
の
会
」（
絵
手
紙
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

●
竜
王
南
部
公
民
館

６
月
16
日
（
木
）
〜
８
月
18
日
（
木
）

「
虹
の
会
」（
水
彩
画
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１
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警察署協議会委員の紹介
この度、甲府・南甲府・韮崎警察署協議会員とし

て甲斐市から４人のみなさんが選任、再任されまし

た。（任期は平成17年６月１日から２年） 委員　再

任者・保坂千代子（竜王地区）・梅原武伴（島上条）

新任者・末木高美（竜王新町地区）・石川能彦（龍地

地区）（敬称略）

警察署協議会の制度は、平成13年に発足した全国

的なもので、警察署の業務運営にみなさんの意見を

反映させることを目的に、県公安委員会から各警察

署毎に委員が委嘱されています。委員のみなさんは、

地域の代表者として“幅広く住民等の意見を聴き、

その要望にこたえる”ために、住民と警察とのパイ

プ役としての活躍が期待されています。

自主防犯パトロ－ルの勧め
最近、甲斐市などで、ひったくり、自転車盗、車

上狙いなどの街頭犯罪をはじめ、私たちの暮らしを

脅かす各種犯罪が急増しています。

このような中、地域住民の自主防犯団体による防

犯ボランティア活動が各地で芽生え、地域の犯罪抑

止等に地道な貢献をしています。活動の多くは、地

域住民のみなさんによる徒歩でのパトロ－ルです。

「自らの街の安全は自らまもる」という自主防犯意識

があれば、誰でも参加できる活動です。パトロ－ル

中に人にあったら誰にでもあいさつをし、街や人の

様子を注意深く見て歩くことにより、防犯に役立つ

事柄が見えてきて、改善を要する箇所の発見や、不

審者や犯罪を企てている者を地域から追い出すこと

ができるはずです。

犯罪者の意識調査結果では、泥棒などが犯行を諦

めた理由の第１位が「近所の人に見られたり、声を

かけられたから」でした。「どちらにご用ですか」等

と地域のみなさんから声をかけられるのが、犯罪者

にとっては一番いやなのです。

こうした活動を通じて地域の連帯が進めば、地域か

ら犯罪を減らすことができるのです。

犯罪の発生を抑止するには、地域住民のみなさんの

力が何よりも必要です。

ぜひ、みなさんの自主防犯活動によって、安全で安

心して暮らせる住みよい街づくりにご協力をお願い

します。
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せん定枝粉砕処理

家庭等において伐採されたせん
定枝を粉砕処理します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程
７月は次の日をお休みとさせていただ

きます。
毎週金曜日、祝日（18日）
◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
日程
７月は次の日をお休みとさせていただきます。
毎週月・水・木・土曜日、祝日（18日）
受入時間 午前９時～正午、午後１時～午後４時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下の
ものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。

＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付
いた物、及び草等は受入しませんので注意して
ください。

＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限

り無料で差し上げています。せん定枝受け入れ時
間中であればいつでも取に来ていただいて結構で
す。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参し

て、係員の指示に従ってください。

不法投棄監視パトロールをしています
市では、去る５月27日に不法投棄監視員、30名

を委嘱いたしました。
これは、睦沢、清川、吉沢、大久保、牛句、竜

王１区、竜王新町１区、駒沢、米沢、笠石、菖蒲
沢、新田、団子、大垈、横町、の各地区の推薦に
基づき委嘱されたみなさんです。
市内の、山間部における不法投棄物の監視をお

こなうことに
より、不法投
棄を未然に防
止し市民の快
適な生活環境
の保全を図っ
ていきます。

山梨県環境保全功績者表彰
を受賞しました

山梨県では優れた環境活動を行っ
ている個人や民間団体を「山梨県環
境保全功績者表彰」として表彰してい

ます。平成17年度は、市内から「リサイ
クル推進ネットワークひまわり」（木村富貴子代

表）と「エコパートナー竜王タウン」（小西幸男代表）
が表彰されました。
リサイクル推進ネットワークひまわりは平成６

年４月に設立し、遊休品リサイクルの常設店を持
ち、地域イベントに出店するほか、フリーマーケ
ットの開催、老
人ホーム訪問、
学習会の開催な
どを行っていま
す。
また、他のグ

ループと協力し
て河川の水質検
査や先進地視察などを行い、会員の資質の向上に
努めています。遊休品のリサイクルは10年間で10
万点を超えました。
エコ・パートナー竜王タウンは平成７年６月に

設立し、市役所庁舎や公民館などに集められた古
紙を回収し、トイレットペーパーやティッシュペ
ーパーに再生しています。
また、公民館

祭りなどのイベ
ントに参加し、
啓蒙活動を行っ
ているほか、他
のグループの講
習会に参加する
など、会員の意
識向上に努めています。古紙の回収量は年々増加
しており、平成16年度は90トンの古紙をリサイク
ルしました。
表彰式は「環境の日」のイベントとして６月５

日に敷島総合文化会館で開催された「環境フォー
ラムinやまなし」で行われました。また、式終了
後には作家として有名なＣ．Ｗ．ニコル氏の記念
講演に多くの人が耳を傾けていました。
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平
成
17
年
１
月
１
日(

土)

か
ら
４
月
30
日(

土)

を
撮

影
期
間
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
甲
斐
市
か
ら
見
る
富
士

山
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
作
品
の
選
考
会
が
６
月

14
日(

火)

実
施
さ
れ
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

市
長
賞（
１
点
）
早
朝
の
富
士

若
林
英
生（
甲
斐
市
）

金
　
賞（
３
点
）（
順
不
同
）

信
玄
堤
か
ら
の
眺
望

岡
田
守（
甲
府
市
）

潜
り
噴
水

中
村
欣
夫（
甲
斐
市
）

ド
ラ
ゴ
ン
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

有
井
高
照
（
山
梨
市
）

入
　
選（
10
点
）（
順
不
同
）

双
葉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
よ
り
富
士
を
望
む

日
野
原
一
也
（
甲
斐

市
）

桜
花
爛
漫

飯
野
金
雄（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

夜
景

齊
藤
庄
吾（
甲
斐
市
）

大
空
へ

佐
野
由
幸（
甲
府
市
）

釜
無
川
情
景

佐
野
智
香（
甲
府
市
）

躍
動
す
る
甲
斐
市

佐
野
芳
美（
甲
府
市
）

恐
竜
富
士
を
お
ん
ぶ

寄
持
久
義（
甲
府
市
）

燃
え
る
釜
無
川

中
川
美
治（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

富
士
に
ポ
ー
ズ

羽
中
田
美
鈴（
甲
斐
市
）

奇
岩
と
富
士
山

堤
吉
彦（
甲
斐
市
）

市長賞　早朝の富士　若林英生（甲斐市）

金賞　信玄堤からの眺望　岡田守（甲府市）

金賞　潜り噴水　中村欣夫（甲斐市）

金賞　ドラゴンのチューリップ　有井高照（山梨市）

３１９点にもおよぶ応募、ありがとうございました。
入賞作品の展示会を7 月1 日から開催します。（P30のカレンダー参照）


